
令和８年６月25日
指 導 部

１ 背景

「新たな教育のスタイル」の確立に向けた「次世代の学びの基盤プロジェクト」 ⇒
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これからの教育では、予測できない状況に柔軟に対応できる力を伸ばし、世界で生き抜く人材を育成することが必要

３つの改革

学びの領域や方法の拡大に伴い、教員に
求められる力も変化

教科・科目（教育課程）を、AIやグローバル・
リーダーの活用など、新しい視点でデザインする力

① DXによる学びの改革 ② 教員と組織の改革 ③ 制度の改革

デジタルとリアルの最適な組み合わせ 教員の役割や組織のあり方の改善 学習内容や方法、単位の認定等の柔軟な運用

➣ AIなどのデジタル活用の強化でさらに深い学び
を充実

➣ 生徒が学びをデザインできるようデジタルで時間や
場所等を柔軟化し、学びの領域を拡大

➣ グローバル・リーダーを招聘した授業の展開

➣ AIを活用した授業をデザインして、生徒自身が
学び深める意欲を引き出す指導へ

➣ コーチング・ファシリテーションの意図的・計画的な
活用など、教員の役割の変化

➣ 外部の専門的な知見を活用して、個々の教員
の所属する組織の整備

➣ 学ばなければならない科目とその学習内容や指導
のルール等を柔軟化

➣ 出席の扱いや単位認定など、評価方法の柔軟化

➣ 免許要件など、生徒への学びの提供の柔軟化

生徒一人一人に伴走しながら、授業を計画し
効果的に実施する力

外部の力の活用 DXの活用

ティーチング・コーチング・ファシリテーション

多様な評価 学習履歴の利活用

「教員のスキルアップ・プロジェクト」について報告資料（１）

「自立した学習者」の育成

研究と研修を一体的に進める態勢（教育イノベーション推進室）を導入



○ 「新たな教育のスタイル」を担う教員を育成するため、「教育イノベーション推進室」が核となりアクション10を推進

２ 「教育イノベーション推進室」の取組（アクション10）

○ 「新たな教育のスタイル」の確立に向けた取組を円滑に推進できるよう、「新たな教育のスタイルを担う教員の支援」 シリーズ
として、アクション１～10を網羅するガイドブックをアクション１から順に３年間かけて作成し、学校に周知

【「新たな教育のスタイル」を担う教師像】
（暫定版）

（暫定版）
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教員の理解を深めるために



３ ガイドブック「ティーチング・コーチング・ファシリテーション（TCF）編」

教員が「生徒一人一人に伴走しながら、授業を計画しより効果的に実施する力」を高めるための具体的な手だての一つとして、
TCFの意図的な使い分けを説明し、「自立した学習者」を育成する授業改善を推進

（１）趣旨

（２）特徴

（３）内容
ア 背景と伴走者の視点

主体的な学びを支援する伴走者として
大切な視点

イ 東京都の取組と基本的な考え方
「次世代の学びの基盤プロジェクト」の

      趣旨やTCFの定義

ウ TCFの使い分けの実践
TCFを活用して授業改善する際の
ポイント

エ 生成AIを活用した発話の分析
教員の発話のデータを生成AIで可視化し、指導の調整・改善につなげるための一例の紹介

総合的な探究の時間の例

地産地消の促進を通じて生産者と消費者の
結び付きを強化する方策について考える

○ 教員がどのような意図で言葉を発しているのかという「発話」に着目して、主体的な学びを実現するための視点を提示
○ 深い学びの実現に向けて、教員がTCFを意図的に使い分けることの効果や、その方法を提示
○ 教員が生成AIを用いて授業中の発話データを即時的に可視化し、授業改善に生かせる一つの方法を紹介

○ 大学等と連携し、新たな研修・研究の在り方を検討するとともに、既存の研修・研究をアップデートし、研究と実践の往還を推進

○ 「新たな教育のスタイルを担う教員の支援」 シリーズとして、アクション１～10に関するガイドブックを順次作成

○ デジタルとリアルを融合した学びを体験できる新たな研修室「ラーニング・ラボ」を整備し、研究を実証する場として活用

４ 今後の取組
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※ ７月以降に都立高校等で活用し、バージョンアップした完成版を、９月中を目途に都内全公立学校に展開
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